
柿
沼
綾
子
議
員
の
一
般
質
問 
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本庄ケーブル 

テレビから掲載 

よ
り
よ
い
教
科
書
を
子
ど
も
た
ち
に 

手
渡
す
た
め
に
情
報
は
全
面
開
示
を
！ 

質
問 

近
年
、
歴
史
の
事
実
を
歪
め
た
り
、
戦
争
を
賛
美
し
た
り
す

る
よ
う
な
教
科
書
が
出
て
く
る
中
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
教
科

書
を
手
渡
す
た
め
に
は
、
毎
日
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
教
科
書
を
使

っ
て
授
業
を
す
す
め
、
子
ど
も
た
ち
の
理
解
す
る
み
ち
す
じ
や
、
つ

ま
づ
き
や
す
い
内
容
・
場
面
な
ど
を
熟
知
し
て
い
る
教
員
の
意
見
を

十
分
に
く
み
と
っ
て
採
択
す
る
べ
き
で
あ
る
。 

ま
た
、
主
権
者
で
あ
る
保
護
者
や
地
域
住
民
の
声
も
十
分
に
反
映

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
２
０
１
９
年
度
の
教
科
書
採
択

に
お
い
て
は
展
示
会
の
場
所
を
増
や
し
（
現
在
は
一
カ
所
）、
閲
覧
期

間
や
時
間
を
延
長
す
る
な
ど
条
件
を
改
善
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
う
。 

ま
た
、
採
択
協
議
会
の
傍
聴
者
に
も
、
協
議
会
の
み
な
さ
ん
同
様
、

資
料
（
閲
覧
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
も
含
む
）
を
配
布
す
る
こ

と
、
採
決
時
に
も
傍
聴
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
が
答
弁
を

求
め
る
。 

 

答
弁 

人
口
や
学
校
数
か
ら
み
て
、
閲
覧
会
場
を
増
や
す
こ
と
は
難

し
い
。
閲
覧
時
間
に
つ
い
て
は
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。
採
択
協
議

会
で
の
資
料
配
布
は
意
見
と
し
て
伝
え
て
お
く
。 

  

全
国
知
事
会
で
は
公
費
一
兆
円
投
入
要
求 

「均
等
割
」「平
等
割
」を
な
く
し
軽
減
へ
！ 

質
問 

 

本
庄
市
の
国
民
健
康
保
険
税
は
、
埼
玉
県
の
他
の
自
治
体

の
中
で
も
所
得
に
占
め
る
保
険
税
の
割
合
が
県
平
均
の
１
３
％
代
に

比
べ
て
１
６
か
ら
１
７
％
に
近
い
割
合
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
滞

納
者
に
対
す
る
制
裁
措
置
で
あ
る
資
格
証
明
書
の
発
行
数
は
１
８
年

の
実
績
で
県
内
３
番
目
の
発
行
割
合
に
な
っ
て
い
る
。 

全
国
で
「
均
等
割
」
・
「
平
等
割
」
と
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
る
保
険

料
の
額
は
お
よ
そ
１
兆
円
で
、
公
費
１
兆
円
を
投
入
す
れ
ば
「
均
等

割
」
・
「
平
等
割
」
を
な
く
し
、
協
会
健
保
な
み
の
保
険
料
に
な
る
と

し
て
、
全
国
知
事
会
で
は
公
費
１
兆
円
の
投
入
を
要
望
し
て
い
る
。

こ
れ
を
実
行
し
た
場
合
の
本
庄
市
の
保
険
税
は
ど
う
な
る
か
、
ま
た
、

１
８
歳
未
満
の
子
ど
も
の
「
均
等
割
」
を
な
く
す
こ
と
に
か
か
る
軽

減
額
と
本
市
で
の
実
施
の
見
通
し
は
？
資
格
証
明
書
発
行
を
な
く
す

こ
と
、
減
ら
す
こ
と
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
、
収
納
課
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
の
仕
切
り
に
掲
示
し
て
あ
る
、
滞
納
者
へ
の
制
裁
措
置
と
も
と

れ
る
写
真
の
対
応
に
つ
い
て
も
伺
う
。 

 

答
弁 

算
出
は
困
難
（
で
き
な
い)

。
１
８
歳
未
満
の
子
の
均
等
割
軽

減
分
は
５
３
０
４
万
円
。
第
３
子
以
降
な
ら
５
８
８
万
円
。
資
格
証

明
書
は
発
行
す
る
。
写
真
の
貼
り
だ
し
は
啓
発
の
た
め
で
、
県
か
ら

も
問
題
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

    

経
済
的
理
由
に
よ
る
受
診
困
難
者
の
対
応 

 

 

 今年度の教科書採択協議会では傍聴者に資料を配布し、採決まで傍聴させること、 
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学童保育の規制緩和に反対する
請願・意見書

○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○
可
決

2019年度一般会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
可
決

2019年度国民健康保険会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
可
決

2019年度水道事業会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

　　３月議会の主な議案に対する議員(会派）の態度

市議団　大地
 
　　　　　　　　　会派及び議員名
　

　議　　　案

結
果

公明党自由民主党本庄クラブ市議団未来

(○は賛成、×は反対、敬称略）

 

 

 



 

税
の
市
民
負
担
軽
減
を
求
め
新
年
度
予
算
に
反
対 

―
日
本
共
産
党 

柿
沼
綾
子
市
議
― 

厚
生
労
働
省
の
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」
の
不
正
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、

政
府
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
デ
ー
タ
を
き
ち
ん
と
見
れ
ば
、
日
本
経
済
や
地
域
経

済
は
決
し
て
順
調
と
は
い
え
ず
、
各
地
で
産
業
も
所
得
も
低
迷
し
、
多
く
の
地
域

で
人
口
を
さ
さ
え
ら
れ
な
い
ま
ま
で
い
る
中
、
自
治
体
に
は
住
民
福
祉
の
増
進
と

い
う
本
来
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

本
庄
市
の
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
資
本
金
１
億
円
以
上
の
企
業
に
対
し
、

９
・
７
％
か
ら
１
２
・
１
％
の
制
限
税
率
を
課
し
た
場
合
、
２
０
１
７
年
度
実
績

で
み
て
２
４
４
社
１
億
２
６
０
０
万
円
と
な
り
、
昨
年
よ
り
増
収
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
余
裕
の
あ
る
企
業
か
ら
は
応
分
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
で
増
収
を
図
り
、
市

民
負
担
を
軽
減
し
て
い
く
検
討
を
す
べ
き
で
す
。
一
方
で
、
市
民
の
負
担
軽
減
と

い
う
こ
と
で
は
、
熊
谷
市
・
秩
父
市
が
０
・
２
％
、
深
谷
市
が
０
・
１
５
％
で
あ

る
の
に
対
し
、
本
庄
市
は
、
上
限
の
０
・
３
％
を
課
し
て
い
る
都
市
計
画
税
の
引

き
下
げ
も
必
要
で
す
。 

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
県
単
位
化
で
繰
入
の
解
消
が
求
め
ら
れ

て
も
、
当
面
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増
額
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
負
担
軽

減
を
は
か
る
べ
き
で
す
。 

今
年
度
は
子
育
て
世
帯
の
念
願
だ
っ
た
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
が
１
８
歳

年
度
末
ま
で
拡
充
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
前
進
が
あ
り
ま
し
た
が
、
市
民
負
担
の
軽

減
と
い
う
点
で
は
、
ま
だ
ま
だ
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
反
対
し
ま
し
た
。 

 

 

  

国
保
税
滞
納
者
へ
の
厳
し
い
制
裁
の
見
直
し
を 

求
め
国
民
健
康
保
険
予
算
に
反
対 

本
庄
市
の
国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
保
税
額
の
所
得

に
占
め
る
割
合
で
見
た
場
合
、
４
人
世
帯
で
所
得
が
２

０
０
万
円
の
場
合
、
１
６
・
８
％
と
、
県
内
最
高
額
で

す
。
一
方
、
市
民
の
平
均
所
得
は
２
０
１
８
年
で
１
０

１
万
３
千
円
と
前
年
よ
り
３
万
円
近
く
減
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
滞
納
世
帯
に
対
し
、
今
年
２

月
時
で
短
期
保
険
証
は
３
５
２
件
、
資
格
証
明
書
は
６

６
件
と
近
年
で
は
減
っ
て
き
ま
し
た
が
、
他
市
町
村
と

比
較
す
る
と
大
変
多
く
発
行
さ
れ
て
お
り
、
本
庄
市
の

厳
し
さ
は
群
を
抜
い
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
反

対
し
ま
し
た
。 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

県
水
導
入
が
水
道
会
計
を
圧
迫 

地
方
公
営
企
業
法
第
３
条
に
あ
る
水
道
事
業
の
目
的

は
、
あ
く
ま
で
も
「
公
共
福
祉
の
増
進
」
に
あ
る
こ
と

を
ふ
ま
え
る
こ
と
、
基
金
相
当
分
の
９
億
円
や
内
部
留

保
資
金
の
９
億
２
千
万
円
や
、
県
水
受
水
を
止
め
る
こ

と
を
指
摘
し
、
水
道
料
金
の
値
上
げ
の
動
き
を
警
戒
し
、

予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。 

 

 学童保育(放課後児童クラブ)の人材不足は規制緩和でなく、職員の身分や労働条件

の改善を行える財政支援を国に求めるべきと請願に賛成  日本共産党・柿沼綾子議員                

 
亮 

［２０１８年度の政務活動費報告］ 

 柿沼綾子  

 収入   １９２，０００円（限度額） 

 支出合計  ２６７，６１６円 

 残金                ０円 

支出内訳 

広報費、研究・研修費、資料購入費等  

※詳しくは市議会事務局で御覧ください 

 

 

―２― 

シ
ニ
ア
カ
ー
駐
車
が
バ
イ
ク
と
同
じ
？ 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
管
理
な
ど

に
関
す
る
条
例
改
正
は
、
駅
の
駐
車
場
に
、
原
動

機
付
き
の
車
い
す
（
い
わ
ゆ
る
シ
ニ
ア
カ
ー
な
ど
）

の
方
が
駐
車
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
は
賛
成
で
す

が
、
該
当
者
の
見
込
み
は
４
名
と
い
う
こ
と
で
、

利
用
料
が
自
転
車
で
は
な
く
バ
イ
ク
と
同
じ
料
金

に
な
り
ま
す
。
料
金
設
定
に
納
得
が
い
か
な
い
こ

と
な
ど
を
指
摘
し
て
反
対
し
ま
し
た
。 

  

 

学
童
保
育
の
充
実
を
求
め
る
請
願
に
賛
成
討
論 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
日
本
共
産
党
― 

 

柿
沼
綾
子
議
員
は
、
人
材
が
不
足
す
る
な
ら
ば
規
制
緩
和
で
子
ど
も
を
詰
め
込
ん

だ
り
、
資
格
を
ゆ
る
め
る
の
で
は
な
く
、
担
っ
て
い
る
仕
事
に
見
合
っ
た
職
員
の
身

分
や
、
労
働
条
件
の
改
善
を
行
え
る
財
政
支
援
を
国
が
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
し
て
、
請
願
に
賛
成
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
２
名
が
賛
成
討
論
を
し
、
市

議
団
未
来
の
門
倉
議
員
が
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。(

議
員
の
賛
否
は
表
面
参
照) 
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本
庄
市
議
会
三
月
定
例
会
報
告 

２
月
２
７
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
本
庄
市
議
会
第
１
回
（
３
月
）
定
例
会
は
３
月
２
５
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
駅
南
口
に
増
築
中
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
管
理
な
ど
に
関
す
る
条
例
改
正
、
市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
、

２
０
１
８
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
、
２
０
１
９
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
な
ど
、
計
２
６
議
案
が
提
出

さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

厚
生
文
教
委
員
会
で
は
不
採
択
と
な
っ
た
、「
学
童
保
育
支
援
員
の
処
遇
改
善
の
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
」（
つ
く
し
ん

ぼ
学
童
ク
ラ
ブ
深
谷
雅
彦
氏
よ
り
提
出
）
は
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、
意
見
書
（
要
旨
は
左
欄
に
掲
載
）
が
国
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

厚生文教委員会で否決、 
本会議で 一転可決 

 

 

放課後児童クラブの職員配置基準の堅持 

及び放課後児童支援員等の処遇改善を 

求める意見書(要旨) 

 

全国的な放課後児童クラブの人材不足の深

刻化により、国の基準である職員の複数配置

が緩和され、職員が１名になると、放課後児

童クラブの運営で最優先すべき児童の安全の

確保が低下するおそれがある。放課後児童ク

ラブにおける児童の安全を確保するために

は、放課後児童支援員等の量的な確保とその

質の向上が不可欠である。そのため、国にお

いては経験等に応じた処遇改善を進めるため

の事業を始めたが、その要件が厳しいことか

ら事業の活用が進んでおらず、放課後児童支

援員の処遇改善はいまだ不十分な状態であ

る。 

よって、国においては、下記の措置を講ず

るよう強く求める。 

記 

１ 放課後児童クラブの職員配置基準等に

従うべき基準については、児童の安全

が確保されるよう堅持すること。 

２ 放課後児童支援員等について、給与等

の処遇改善の更なる対策を推進するこ

と。 

 

                         


